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§１．研究成果の概要  

 

近年のドローン技術およびそれに付随するセンシング技術の発達により、農作物の生育状態を高

い空間・時間・波長分解能で計測できるようになった。本研究では、農作物の個葉スケール空撮分

光画像から、葉の受光能力に関わる重要な特徴である葉の分光特性と葉の法線方向を推定する

方法の開発を目的とする。2019 年度は、以下の４項目を実施した。 

 

 作物の分光画像計測系の開発・整備 

 水稲圃場の空撮・地上計測 

 複数時間で計測したマルチテンポラル空撮画像の統合による葉の分光特性および葉表面

の法線ベクトル分布の推定方法の開発 

 陰影の統計量に基づく葉角度分布推定法の開発 
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